第　９　分　科　会

	タイトル
	ＱＯＤ（Quality of Death）を迎えるために
～地域でできること～

	推進委員
	座　長：中　條　貴　仁（東京都本部）
　　　：飯　島　潤　治（群馬県本部）
　　　：浅　野　進太朗（茨城県本部）

　　　：野　村　まゆみ（東京都本部・衛生医療評議会）

　　　：西　村　正　樹（北海道本部・社会福祉評議会）

	本部推進委員
	白　井　桂　子（衛生医療局長）

	担当書記
	高　　　德　衣（総合政治政策局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	平均寿命が世界一である一方、孤立死が増加するなど、「死」について考える機会が増えた。「自分らしい死に方」を見つけるために、地域はどう関わっていけばよいのか、そこに行政はどう絡んでいけるのか、各分野間の連携等について探求する。

	宮城自治研で
取り上げる

自治研的課題
	①　医療・介護・地域の協働体制構築について

②　地域ごとの取り組みについて

	課題解決にむけた

先進的活動
	①　地域包括ケアシステム研究会の調査結果報告

②　石巻市の取り組み事例報告


	項　　目
	内　　　　　容

	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞

９：00　　地域包括ケアシステム研究会の調査結果報告

10：30　　質　　疑

10：40　　休　　憩

10：50　　事例報告（石巻市）……守屋　克浩（石巻市・健康部次長）
11：50　　質　　疑

＜午後＞

13：00　　シンポジウム

　コーディネーター……井上　信宏（信州大学教授）
　パネリスト……大坂　　純（仙台白百合女子大学教授）
　　　　　　　　　　　梅田　達也
（自治労横浜公共サービスユニオン副委員長・
　　　　　　　　　　　　　　特定非営利法人ことぶき介護・管理者）

　　　　　　　　　　　秋吉　知子（大分県本部杵築市健康長寿あんしん課
　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター）
16：00　　閉　　会

	助　言　者

要請レポート・報告
	＜助言者＞

井上　信宏（信州大学教授）
＜要請レポート・報告＞

梅田　達也（自治労横浜公共サービスユニオン副委員長・
　　　　　　特定非営利法人ことぶき介護・管理者）
秋吉　知子（大分県本部杵築市健康長寿あんしん課地域包括支援センター）
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